
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

パトラ

ホリック

バロック

ゴシック

8歳

喪失

32

煉獄

12
養父

勉強

記念写真

歓迎会

はじめまして

辛そうな顔

君たちには養父がいた。怖くて、気難しくて、とても賢い人だった。確か、どこかで研究員をしていたと教えてもらった事がある。

彼は冷たかった。「無知な人は嫌いだ」と。だから勉強をしようと思った。問題がひとつ解ける度、彼に見せに行く。すこしでも自分を見て貰いたくて…

孤児院に来てから5年目の記念日に、みんなで写真をとった。養父が、急に写真を撮ろうと言い出したのだ。でも、なぜあのとき養父は写真を撮ろうと言い出したのだろうか。普段は、写真に写るのも嫌う人だったのに

初めてこの孤児院にきたとき、ささやかながら歓迎会が行われた。新しく院長に就任した養父と彼と一緒に越してきた君たちのために、この談話室で小さなパーティーが開かれたのだ。多くの孤児院やスタッフに囲まれる中、給仕や庭師に初めて会ったのもこの時だった。

両親が亡くなって、姉妹のみんなが暗い顔をしていた時に、出会ったのがあの人だった。これからこの人が両親の代わりになるという。「はじめまして」そう言って自分に差し伸べられた手は、冷たくとも誠実で優しいものだった。

姉たちがいなくなってすぐに、君の身体も動かなくなった。ベッドの上で静かに終わりを待つ日々、そんな絶望しかない中で嬉しかったのが、ずっと養父が傍にいてくれたことだ。「大丈夫か？何か欲しいものはないか？」そう言って心配してくれる養父。でもその顔はとても苦しそうで、最期のその時まで彼は辛そうな顔のまま君を見守っていた。
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パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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狂気点+1。支援3

発狂状態の未練があるとき攻撃判定+1

1ターン1回。狂気点1点をコストの代わりにしてよい

肉弾攻撃の出目+1

肉弾・白兵攻撃ダメ+1

変異3パーツ取得

ラピッド・ジャッジ・ダメージ再使用

2

1

肉弾攻撃１

支援2

たからもの

肉弾攻撃１

支援１

移動１

支援2or妨害2

白兵攻撃2

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1

移動１
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